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平成 30 年度事業計画・予算案が、3 月 5 日の定例理事会において承認されました。その概要についてお
知らせします。 

 
１ 基本方針 
「高齢者が働くことを通して生きがいを得るとともに、地域社会の活性化に貢献する」という使命に基づ

き、各会員が自覚を持ち、会員同士が協調しながら質の高い就業に努め、市民の期待に応え、更なる市民サ
ービスの向上のため、会員一人ひとりの意識の高揚を図るとともに、地区活動・ボランティア活動の推進を
図り、市民から信頼されるセンターを目指す。 

 
２ 事業計画  
（１）会員の拡充と資質の向上（入会登録説明会、女性会員の拡充など） （２）就業機会の確保・拡大

（事業所訪問、パンフレットの配布、指定管理者事業の受注、ワンコインサービスの検討など） （３）適
正就業と安全就業の推進（ワークシェアリングの推進、重篤事故ゼロ、安全巡回パトロール、器具点検、器
具操作研修、安全指導員制度の創設など） （４）技能講習会（植栽、除草、障子・ふすま張り、自転車安
全、ハウスクリーニングなど）の開催と新規事業の検討 （５）地域貢献、ボランティア活動の推進（市民
まつりの自転車整理、花火大会の清掃、小中学校の植栽剪定など） （６）独自事業の推進（学習教室、市
民農園、パソコン個別指導など） （７）職業紹介事業 （８）他機関・構成団体との情報交換、研修参加 
（９）情報の提供と共有化（会報発行、ホームページの充実、地区懇談会の開催） （10）効率的な事務処
理と環境整備（組織や職務内容の改善・検討） （11）労働者派遣事業の取り組み（請負契約から派遣契約
への切り替え） （12）次期理事・監事候補者推薦委員会のあり方 （13）設立35周年記念事業の実施 （14）
指定管理者事業の運営（福祉会館６館、北部公民館、高齢者福祉センター森の倶楽部及び高齢者趣味の家、
自転車駐車場）                              （太文字は新規事業計画） 

 
【30年度の予算の特色】 
平成28年度決算、平成29年度決算見込みを勘案して予算編成を行いました。受託事業収益が僅かですが

増収傾向にあることから、当期経常収益合計は約0.68％増額となり、当期経常費用合計も約1.43％の増額と
なりました。 

 
平成30年度一般会計予算の概要 

 

（次ページに続く） 
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勘  定  科  目 予  算  金  額 （円） 

１ 経常収益   

（１）受託事業収益 ３５１，８３７，０００ 

（２）労働者派遣事業等受託収益 １，２００，０００ 

（３）介護予防日常生活支援総合事業収益 ３８３，０００ 

（４）指定管理事業受託収益 １６０，７５３，０００ 

（５）受取会費 ９１２，０００ 

（６）受取補助金等 １７，６００，０００ 

（７）特定資産運用益 ６，０００ 

（８）雑収益 ２，９８１，０００ 

経常収益計 ５３５，６７２，０００ 

（１） 

高めよう自主・自立・共働・共助の基本理念 
 

平成 30年度事業計画・予算 



 
（前ページより続く） 

勘  定  科  目 予  算  金  額 （円） 

２ 経常費用  

（１）事業費 ５３８，８１０，０００ 

（２）管理費 ９，２５５，０００ 

経常費用計 ５４８，０６５，０００ 

当期一般正味財産増減額 △１２，３９３，０００ 
 
収入の部 
総収入額は、535,672千円で、そのうち受託事業収益が351,837千円、約65.7％を占め、その他、指定管

理事業収益160,753千円で約30％、国・市からの補助金17,600千円、約3.3％で収入の全体の約99％を占
めています。 

支出の部 
支出総額は548,065千円で、受託事業に対する配分金・支払い材料費、指定管理事業に係る経費、会員へ

の研修会等の就業全般に係る事業費が538,810千円、事務局の運営に係る管理費が9,255千円となっていま
す。特に昨年は会員の事故が多発したことから、保安ヘルメット等の購入に対する助成制度の新設や交通安
全講習会の開催、安全指導員による巡視などを新たに予算計上し、就業中の事故防止の強化を図ります。 

 
           
    
『平成 29年度第12回理事会』 3月5日（月） 
 
【報告事項】 
① 平成30年1月の当センターの運営状況は、会員数が前年比7名増（男性9名減・女性16名増）、

事業実績累計は前年比1.１％減となりました。就業率は79.2%で前年比0.6%減（派遣従事者19

名を含めると1.9％増）となっています。 

② 安全就業対策委員会より、南部中学校での転落事故や自動車事故等、事故が多発しているので、
事故防止策の文書を植栽グループに配布しました。また、5月10日（木）、事故防止研修会を開
催するとの報告がありました。 

③ 平成29年度会費未納者とその処理についての報告がありました。 
④ その他、ハウスクリーニング講習会実施、襖・障子張り講習会の受講申し込み、自転車駐車場平

成30年度利用申し込み、館長等会議、除草班班長会議、植栽ボランテｲア 等について報告があ
りました。 
 

【協議事項】 
① 2 月の新入会員 10 名（男性 8 名・女性 2 名）の承認と、退会会員 1 名（男性 1 名）の報告があ

りました。 

② 平成30年度事業計画及び予算について、前回議論のあった箇所が修正され、新たな案を協議し、
承認されました。概要は1ページ参照。 

③ 次期理事・監事候補者推薦委員会から提出された答申内容について協議し、承認されました。又、
女性の理事が増やせないかとの提案について、協議しました。 

④ センター嘱託職員及び臨時職員に関する規程の制定が承認されました。 

⑤ センター備品等助成金の支給に関する規程の制定が承認されました。    （池内 弘行・記） 
 
『安全就業対策委員会・器具点検』 3月24日（土） 

今回は、年度最後の器具点検として、貸し出していた脚立や梯子を全
て回収し、植栽会員4名も参加して総点検を行いました。仮補修や亀裂
等があり危険と判断された物は廃棄し、点検終了済みには黒色テープを
貼りました。又、事故防止・安全意識を常に忘れないために、「安全確
認よいか」・「梯子よいか」・「命綱よいか」・「ヘルメットよいか」と書か
れた4枚のシール（50ｍｍ巾・黄色地に黒丸ゴシック太字）を、全ての
脚立や梯子の目に留まり易い箇所に貼り付けました。（工藤 新治・記） 
 

      

（２） 
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刈払機 ネットの使用 怠るな 
 
 



    
 
 
 
 
 
 

『平成29年度第6回役員会』 10月24日（火） 
 
『役員会』 3月7日（水） 

①バスハイキング・3月27日（火）の実施詳細 ②ウォーキングをバス＆ハイキングの形態で実施すること ③
6月24日（日）実施する総会の検討課題（会の名称を「流山シルバー友の会」とすること、年会費を改定するこ
と） 等を協議しました。                               （上 辰男・記） 
 
春のバスハイキング（リニアモーターカーを体験） 3月27日（火） 

満開の桜に見送られ、44名を乗せたバスは流山 ICから一路リ
ニア見学センター所在地の山梨県都留市へ向かう。 

山梨県に入ると、桜はまだ二分咲きというところ。大月市の
高速から一瞬、真っ白な富士山に出合い感激。目的地の山梨県
立リニア見学センターに到着。建設中のリニア中央新幹線は
2027年開業予定で、車両の超電導磁石とガイドウェイに取り付
けられた地上コイルとの磁気相互力により、車体が10㎝ほど浮
上して走行します。実験線（総延長42.8㎞）に隣接して、トン
ネルを出た地点にある見学センターから見下ろせる 1.2ｋｍ区
間での試験車両（時速500km）の通過時間はわずか8.6秒です。
ちなみに、デジカメで撮影した人は、シャッタースピードが合

わず、すでに車両は通過してしまい、ガイドウェイしか写っていませんでした。その後、神奈川県立相模湖公園
に移動し、満開の桜を見ながらおいしいお弁当を食べるはずでしたが、湖畔の桜もまだ二分咲きで残念･･･！ 

春の陽気に誘われ、楽しい気分と思い出を心に、午後4時過ぎ、無事に流山に到着しました。（平澤 正征・記） 
 

同 ゴルフ同好会 4月19日（木）  5月17日（木） 8：30 スタート 野田市ＰＧひばりコース 

好 パソコン同好会 4月17日（火)  14：00～（毎月第3火曜日） コミュニティプラザ 

会 写真同好会 4月24日（火)  13：30～（毎月第4火曜日） コミュニティプラザ 
  
 
『障子・ふすま張り講習会を実施』 3月15日（木） 

午後1時から、人材センター内作業室で、現在就業中
の2人（春山、塩谷）が講師となり、3名の会員を対象
に講習会を実施しました。障子、ふすま、網戸それぞれ
の張り方のポイントを解説し、実技指導に加え、講師の
現場体験を交えた3時間びっしりの講習会でした。 

受講者の方は、自宅のリフォームにも役立つため、真
剣に実技に取り組んでいました。    （事務局・記） 
 

『平和台福祉会館利用者発表会』 3月18日（日） 
日頃会館にてサークル活動をしている5グ

ループによる演技・演奏会を開催しました。 
こどもクラシックバレエの演技、その後、

オカリナ、ギター＆マンドリン、コカリナ及
び津軽三味線の演奏が行われました。演奏・
楽器の解説・懐かしい曲に合わせた合唱等、
演奏者と参加者が一体となって楽しい時間
を過ごして頂きました。来館者は総勢90人で子供と大人の交流を深める機会にもなりました。（笠間 雄三・記） 

 
『流山市高齢者福祉センター森の倶楽部講座発表会』 3月22日（木）～24日（土） 

恒例の、講座受講生による作品展示発表会を開催しま
した。 
3ヶ所の会場には、受講生が渾身を込めた約500点の

作品が展示され、大勢の方から「素晴らしいですね」と
の称賛の声を頂き、受講生の皆様には大変な励みになっ
たと確信しました。        （都築 宜治・記） 

 
 

  
まあいいか 思う心が 事故のもと 

（３） 

流シ会だより 
流シ会は共助と親睦を目的

として活動しています。 

平成30年度・年会費の納入を

お願いいたします。 

 
歌声広場（カラオケ＋合唱）  5月 25日（金）午後に開催 
シルバー人材センター2階ホール  13：30 ～ 15：30  ★車での来場不可★ 
 

バス＆ハイキングを 6月 9日（土）に実施！ 
行先：高尾山（流山市内からバスで往復します） ＜新緑をお楽しみください＞ 

 



安全は焦るな！ おごるな！ 無理するな！ 

 

          
日 曜 ４ 月 の 予 定  日 曜 ５ 月 の 予 定 

16 月 
館長等会議  
入会登録説明会（シルバー人材センター） 

 1 火  

17 火   2 水  
18 水   3 木 憲法記念日 
19  木 学習教室  4 金 みどりの日 
20 金 配分金支払日 学習教室  5 土 こどもの日 
21 土 学習教室  6 日  
22 日   7 月  
23 月   8 火  

24 火 入会登録説明会（南流山センター）  9 水  
25 水   10 木 安全就業対策委員会 学習教室 
26 木 学習教室  11 金 広報編集委員会  

27 金   12 土 学習教室 
28 土 学習教室  13 日  
29 日 昭和の日  14 月 決算監査 入会登録説明会（ｼﾙﾊﾞｰ人材ｾﾝﾀｰ） 
30 月 振替休日  15 火 「シルバー流山」発行   
 
◎新会員のご紹介（敬称略） ○数字は地区名 
 ②小林 順一 ②坂口 孝子 ②鈴木 妙子 ⑤柴 雅之 ⑤林 功 ⑥照井 富夫 ⑦宮崎 文雄 
 ⑧野口 義文 ⑧浅羽 町子 ⑨渡邊 英明 ⑨及川 弘子 ⑩角田 高二 ⑩山本 美佐子 ⑩石川 雅之 
 
◎平成30年度定時総会を6月24日(日)午後２時から初石公民館で開催します。 
 
◎平成30年度の会費納入について 
平成30年5月31日までに新年度会費1,200円の納入をお願いします。 
納入方法は以下のとおりです。 
①シルバー人材センター窓口での納入  ②定時総会会場での納入 
③郵便局で納入  口座名義「公益社団法人流山市シルバー人材センター」  口座番号「00190-6-547502」 
④郵便局以外の口座振込を希望される場合は、口座が複数ありますので事務局までお問い合わせください。な
お、振込みに係る手数料は、各自でご負担ください。 

 
◎シルバー人材センターから紹介された以外の職場で就労されている会員の方などへのお願い 
シルバー人材センターから紹介された以外の職場で就労している場合や、ご本人の病気、家族の介護などで長

時間就労できない場合は、事務局に連絡するようお願いします。また、そうした状況が変わり、シルバー人材セ
ンターから紹介した仕事に就労できるようになった場合にも連絡をお願いします。 
 
◎事務局の新体制（平成30年4月1日付け） 
事務局長 福留 克志 
業務・指定管理・就業開拓担当 総務担当 
事務局次長 栗田  徹 事務局次長 久保  明 
 指定管理・就業開拓担当 伊藤 昌男（新任）  総務係 主任 上西 悦子 
 就業開拓担当 田中  正  総務担当 青柳 奈穂 
 業務係 係長 塚田 正信  矢吹 尚美 
 業務担当 中村 正志    野中 圭祐（担当替え） 
 島崎 幸一（新任）   
 
◎春の交通安全運動の実施（4月6日から15日までは、春の全国交通安全運動実施期間です） 
交通ルールの遵守と交通マナーの実践を習慣付けることにより交通事故を防止しましょう。 

【スローガン】 みんなでつくろう 交通安全県ちば 
【重点目標】  ①子供と高齢者の交通事故防止 ②自転車の安全利用の推進 ③全ての座席のシートベルトと

チャイルドシートの正しい着用の徹底 ④飲酒運転の根絶 
 

皆さんご存じでしょうか、お釈迦様の生誕日を。4月8日で
す。お寺ではその日をお祝いして「花祭り」とか「灌仏会（か

んぶつえ）」と呼ばれる法要が行われます。戦後彦根市の疎開地（浄土真宗の盛んな土
地でした）にいたころ、お釈迦様の立像（天井天下を指さす像）に甘茶を掛け、お祝い
をした記憶があります。キリストの生誕祭クリスマスは日本中知らない人はいないほど
知れ渡っているのに、残念ながらお釈迦様の生誕祭は意外と知られていません。私も疎
開地を離れてからは目にすることはなく、テレビや新聞で取り上げられることもないようです。仏教徒に限らず
無宗教の方も身近なお祭りとしてお寺を覗いて、甘茶をかけて見てはいかがでしょうか。  （西村 貞男・記） 

 
  
  

 会 員 数：平成３０年３月３１日現在 

計 ７６６ 男性 ６０６ 女性 １６０ 

（４） 

 
TEL ７１５５－３６６９ 

FAX ７１５４－１８３９ 

＜編集委員＞ 

西村貞男  横田清四郎 

池内弘行  佐藤京子 

海老原廣雄 


